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第2章ではジェネリック構造に関する Baldwinの問題に部分的な解を与えている。 Fraisse構成法は、 HP




















Lascar strong typeの同等性が知られている。安保氏は、存在荷モデルのクラスにおいて、 lownessを定義して、
この仮定のもとに上の二つの typeの同等性を示した。
審査の結果の要旨
扱っている 3つの開題は、何れもモデル理論において重要な問題であり、多くの研究者が興味を持つ問題
である。安保氏の行った研究は、これらの分野の発展に少なからず影響を与えると思われ、数学的にも評価
できる結果である。特に第 Iの問題に関連する結果(池田氏との共同研究)は重要と思われる。仮定をつけ
ての肯定的解決ではあるが、その仮定は多くの知られたジェネリック構造が自然に満足する仮定であり、決
して強い仮定ではなし」また、今後 Baldwinの問題の反例を探そうとする場合は、この仮定を満たさない構
造にだけ注目すればよいことが分かり、問題解決への道筋を与えた結果としても評価できる。
よって、著者は博士(数学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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